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英国が最良の選択である理由

2.



英国で自信と能力を発揮

英語発祥の地、英国への留学は、自分自身について多くを発見する機会になるでしょう。英国
は留学先として世界で人気が高い国のひとつです。世界中から多様なバックグラウンドを持つ
学生を温かく迎え入れる寛容な文化があり、世界で認められている高い学術レベルを誇ります。
また、教育を通じて自立的に思考し、創造性を発揮し、人間的な成長を促す伝統もあります。
だからこそ、英国留学経験者は卒業後も、成長を続け、スピーディにキャリアを積み重ねてい
くことが可能となります。

新しい学友とのネットワークを築き、豊富な体験を重ねることで、英国留学は生涯にわたって
記憶に残る経験となるでしょう。
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豊かな創造性を引き出す

英国は、歴史に名を残す人々を輩出してきました。
何世紀にもわたって、革新性や創造性に富んだ人々
が英国の大学で学んできました。そして、現代で
はクリティカル・シンキングや問題解決思考を、
最先端の学習アプローチとともに学ぶことができ
ます。

つまり、英国は、各自の創造性を最大限に発揮し
ながら学業を進められる場所といえます。英国の
大学で履修できる科目は幅広く、その多様さは世
界トップレベルです。また、学生の皆さんが、豊
かな発想で、志を高く抱き、新たな考え方ができ
るようにサポートします。英国では、長年培われ
た歴史に基づく教育を受けることができるのです。
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科学、政治、芸術、文学分野の世界的な著
名人の多くも、英国の質の高い教育を受け
て学んできました。ノーベル賞受賞者の38
パーセント、そして、世界のリーダーの4人
に1人が、英国で教育を受けています。皆さ
んも彼らと同じように触発され、自身の発
想力や創造性を最大限に伸ばし、また、新
たな視点をもって世界を見ることができる
ようになるかもしれません。英国の教育の
場では、自分の意見やアイディアを表現し、
自分が関心を持つことを探求し、知的能力
を開発していくことが奨励されるからです。

学習の機会や方法も多様です。英国の教育は
教室や講堂内にとどまるものではありませ
ん。現地調査、見学、校外学習の機会が日常
的にあり、学んだことを現実の状況に適用す
ることで、学習がいっそう促進されます。ほ
かの学生とともに学び、問題解決に取り組む
ことで、それぞれの考えに疑問を呈し、建設
的な議論を行い、授業での学習や理論がどの
ように実践されるのかについて深く理解する
ことができます。

こうしたアプローチによる学習を進めること
でもたらされるのは、単に競争で優位に立つ
ということにとどまりません。あなたの発想
力や創造性をかきたて、経験の幅を広げるこ
とにもなるのです。
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英国の教育はあなたをより広い世界へとつ
なげる懸け橋となり、将来的なキャリア形
成にも役立つことでしょう。

世界の多くの学術界および企業は、英国の
教育制度を高く評価し、英国で教育を受け
た人々は世界各地で就業の機会にも恵まれ
ていることでも知られています。多くの学
生が世界の就職市場において英国留学の経
験は優位性が高いと述べています。

英国留学経験者は、優れた教育の成果とし
て、社会に出てからも大きく躍進し、スピー
ディにキャリアを積み重ねています。

その理由として、英国の大学やカレッジは
常に世界トップランクに位置しているとい
う点があります。 『タイムズ・ハイヤー・エ
デュケーション』誌が発表する世界大学ラ
ンキ ン グ（Times Higher Education World 
Rankings）2022年版によると、世界トップ
1が英国の大学で、世界の教育機関ベスト
20校には、英国の大学やカレッジがさらに
3校含まれています。また、英国の高等教
育制度は政府の厳格な基準に基づいていま
すので、最高レベルの教育、サポート、教
育リソースを得ることができます。

英国は留学先として世界でも人気が高い国
のひとつです。2019～2020年には、50万
人を超える学生が英国を選んでいます。つ
まり、世界中の人と友人になることができ、
また多種多様な文化について学ぶこともで
きるのです。

英国留学は、あなたの最高の能力を見いだ
し、引き出す機会ともなります。ここで得
られる知識、スキル、知見は、世界各地の
どこでも通用するものです。自分自身の関
心を深め、他の文化や体験について学び、
新しい大切な友情を育む機会となるでしょう。

世界トップクラスへと導く
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英国で学んだ日々は心に残る体験となりこ
の地で育まれた友情は生涯にわたって続く
かもしれません。

英国に渡るのが初めてでも、あるいは自分
の国から出ることすら初めてであっても心
配いりません。英国の伝統、現代的な考え
方、世界トップクラスのカルチャーシーン
を探求し、楽しむことができるチャンスです。

英国には、留学中に学業以外でも発見して
いただきたい多くの魅力があります。国立
公園の息をのむような風景から都市でのま
ばゆいばかりのナイトライフ、また、音楽、
アート、演劇、映画、文学を友人とともに
堪能することができます。

英国が生み出した世界的なスーパースター
には、ビートルズ、ローリング・ストーンズ、
エド・シーランなど音楽シーンをリードす
るミュージシャン、その他ファッション界
でも英国の大学で専門教育を受けたアレキ
サンダー・マックイーン、ヴィヴィアン・
ウエストウッド、ステラ・マッカートニー
などが世界をリードしています。

野外音楽イベントのグラストンベリー・フェ
スティバルからロイヤル・オペラ・ハウス
まで、幅広いジャンルの音楽を堪能できます。

英国はサッカー、テニス、ラグビー、ゴル
フ、クリケットなど多くの競技を生み出し
ており、英国ならではのスポーツ観戦がで
きます。プレミアリーグのマンチェスター・
シティやリバプールを応援する、ウィンブ
ルドンでシングルス決勝を友人と観戦する
など、世界でここでしかできない体験の機
会に恵まれるかもしれません。

あふれる冒険心を引き出す
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英国は、研究や学術面で世界的に高い評価
を受けており、あなたの才能を発見するに
は最適の場所といえます。英国留学では、
人生やキャリアで大きく躍進するための自
信を築き、準備を整えていくことができる
でしょう。

英国は世界でも有数のイノベーティブな国
であり、科学、文化、金融、政治など多く
の分野で常に世界の最先端に立っています。
産業革命の時代からワールド・ワイド・ウェ
ブの発明に至るまで、世界に変革をもたら
す出来事が英国で生まれています。小さな
国ではありますが、大きな影響を世界にお
よぼしているのです。

革新性と創造性に満ちた文化から刺激を受
けることで、自分自身の学習や研究でも高
みを目指すことができます。英国の教職者
の卓越性は世界最高レベルと評価されてい
ます。彼らの豊かな経験から学ぶことがで
きるでしょう。

こうした教育を受けることにより、世界で
求められている経験や知見を得て、人生や
キャリアを変えていくことができます。大
学院では高水準の教育を維持しつつも、多
くの大学院で履修期間が他国より短くなっ
ています。英国で大学院レベルの学位取得
を目指すことは、効果的に、かつ費用も抑
えた形で、自分の望みを実現することにつ
ながるのです。

自分の革新性を開花させる
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最適な留学先をみつけよう
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最適な留学先をみつけよう

大学学部や大学院への留学、語学留学、そ
の他の選択肢のいずれを検討している場合
でも、あなたにとって最適なコースをみつ
けることができるでしょう。

英国では、短い期間でも最大限の成果が得
られるよう、各自に合わせたコースを組む
ことができます。何千ものコースからの選
択が可能で、自分の関心事や興味を持つあ
らゆる対象を追求していくことができます。

英国の多くの履修コースには柔軟性がありま
す。多くの大学では多種多様な「モジュール」
からの選択が可能で、それにより、自分に適
したコースプログラムを組んで、各自に適し
た履修ができます。

英国の大学院プログラムはきわめて高い教育
水準を誇ります。修了までの期間が米国や
オーストラリアより短いコースもあり、また、
一流のMBAコースが1年で履修できる大学院
も数多くあります。学習にかける費用に対し
て高い価値を得ることができ、また、社会に
出て教育の成果を実地で発揮することが早く
から実現できます。
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大学学部での留学をきっかけにキャリアを
スタートすることを目指している場合、英
国で得られるものは世界トップクラスの教
育にとどまりません。留学中にはあらゆる
場で幅広い学習体験が得られ、卒業時には、
未来を築いていくための自信、スキル、知
識を身につけていることでしょう。

英国の大学教育には以下のような課程があ
ります。
• 学士課程：BA（Bachelor of Arts）、BSc
（Bachelor of Science）、Bed（Bachelor 

of Education）、BEng（Bachelor of 
Engineering）の各学位。

• フルタイムの学士課程は一般的に3年制で
す（コースや地域によっては4年制の場合も
あります）。一部の総合大学やカレッジで
は、パートタイムの課程も提供されています。

• 短期課程：Foundation Degree、Diploma 
of Higher Education（高等教育ディプ
ロマ）、Higher National Diploma、
Certificate of Higher Education（高等教
育サーティフィケート）

検索方法
The Universities and Colleges Admissions 
Service （UCAS）には、英国の約380の教育
機関における5万以上の大学学部課程が登
録されており、以下のウェブサイト（英語）
で検索できます。
digital.ucas.com/search

UCASのウェブサイト（英語）の科目ガイド
では、大学学部レベルで履修可能な課程、
その内容、出願方法についての案内があり
ます。
www.ucas.com/explore

Study UKのウェブサイト（英語）の大学検
索ページでもコースについて調べることが
できます。
study-uk.britishcouncil.org/find/
university

大学学部教育
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高い教育水準、先進的な指導法、世界でも
高い評価を得ている研究によって、英国の
大学院は留学先として多くの学生から選ば
れています。

英国の大学院課程には以下があります。

修士課程
• MA（Master of Arts）

• MSc（Master of Science）

• MEng（Master of Engineering）

• MFA（Master of Fine Arts）

• LLM（Master of Laws）

• MArch（Master of Architecture）

• MPhil（Master of Philosophy）

各科目に特化した学位は研究主体であり、
通常はPhD（博士課程）に進む学生を対象と
しています。

MBA（経営学修士号）コース
MBAコースは経営のキャリアで成功するた
めに必要なスキルを身につけることができ
るもので、MBAは国際的にも認知されてい
る学位です。

博士課程（PhDs / doctorates）
PhDやDPhilといった博士号は、最高レベ
ルの学位です。高度な研究を求められる学
位で、学術界でのキャリアの道が開けます。
博士課程に入る前に修士課程を修了するの
が一般的です。

ポストグラデュエイト・ディプロマ
（Postgraduate Diploma）や資格
ポストグラデュエイト・ディプロマやサー
ティフィケートのコースでは、大学学部レ
ベルで獲得したスキルや知識の積み重ねと
なる分野、あるいは新たな分野を学ぶこと
ができます。通常、修士課程より期間が短
く、修士論文や卒業論文は必要とされません。

専門資格・職業資格
特定の職業に必要なスキルの獲得や向上を
目的とするコースです。多くのコースに実
践的な研修が含まれ、実務が体験できる機
会があります。

コースの検索
大学院教育の詳細については、以下のウェ
ブサイト（英語）をご覧ください。
www.prospects.ac.uk/postgraduate-
courses

大学院教育
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その他のコース

大学や大学院のほかにも、留学生には多くの
選択肢があります。

継続教育（Further education）：中等教育終
了後の教育を指しますが、大学学部や大学院
教育のことではありません。
継続教育を提供する英国の教育機関では、
16歳以上の学生を対象に技術的・専門的
な教育研修を提供しています。受けられる
資格やトレーニングには、Aレベル資格、
Apprenticeship（養成訓練制度、企業に雇用
されて働きながら訓練を受講）、Traineeship
（低資格の若年失業者向け職業能力訓練制
度）、職業資格、入門レベルのトレーニング
などがあります。

進学準備コース（Foundation pathway 
courses）：留学生が英語力だけでなく、大学
学部や大学院で勉強するための知識やスキル
を身につけるコースです。
日本の高校卒業後、英国の大学学部に留学す
る場合、通常は、まずはこのコースで学びます。

英語コース：英国は、英語発祥の地、そして
学問の分野で高い評価を得る国として、英語
学習には最適です。

ボーディング・スクール（Boarding schools）：
生徒が学校で生活し勉強する、寮制の学校で
す。英国各地におよそ500校あります。
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通信教育

自分の国にいながらも英国の高等教育学位や資格を取得できます。渡英が難しい事情がある場
合や、費用に対して高い価値を得たいという場合、オンラインコース、英国以外の海外の学校
との提携プログラムなど、トランスナショナル教育（Transnational education（TNE））の提供
により実際に英国に留学しなくても取得できるプログラムがあります。

これらは、世界の226の国・地域で、英国の142の大学により英語で提供されていますので、
英国現地に留学するのと同じ豊富で伝統ある教育を受けることができる機会となります。最新
の教育法が実践される点でも、自立的思考、創造性の発揮、人間としての真の成長が促進され
るという点でもまったく同じ学びが得られます。

詳細は、以下のウェブサイト（英語）をご覧ください。
study-uk.britishcouncil.org/find/study-options/studying-uk-degree-outside-uk
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出願方法
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出願方法

大学学部課程の場合、一般的に the Universities and Colleges Admissions Service（UCAS）を
通じて出願を行います。UCASによる出願では、UCASのウェブサイト（www.ucas.com）にア
クセスし、出願システムに情報を登録します。UCASを使用して最大5つのコースに出願でき、
その後の各出願先大学・カレッジからの合格通知もUCASを通じて行われます。

出願日程・締切

10月15日
オックスフォード大学およびケンブリッジ大学のコース
各大学の医学、獣医学、科学、歯学コース

1月15日
上記以外のほぼ全ての各大学コース

6月30日
大半の大学学部コースのLate Application締切日。この日を過ぎた出願は、自動的に「Clearing」
に回され、その場合は志望校への入学が保証されないこととなります。

1月の締切日以降も、6月30日の締切日までは出願可能ではありますが、早めに出願したほう
がよいでしょう。

16.
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Clearing
英国の大学やカレッジが定員に空きがある
コースへの受け入れを許可するシステムです。

7月6日から10月20日の間、まだ大学やカ
レッジから合格通知をもらっていない出願
者は、Clearingを利用してまだ定員に空き
があるコースに出願することができます。

Clearingを利用できるのは以下を満たす場
合です。

• 6月30日を過ぎてからあらためてClearing
を利用して出願する。

• 合格通知をひとつも受け取っていない 
（あるいは、合格通知をもらった大学・カ
レッジのどこにも入学を希望しない）。

• 合格の条件を満たしていなかった。
• 「Track（追跡）」で「decline my place 
（辞退する）」ボタンを押して入学を辞退し
た。

Clearing Tips

• アドバイスを求める。
• UCASの検索機能を用いて、空きのある
コースや入学要件について調べる。

• ほかの科目も検討してみる。
• 関心のある大学に連絡する
• オンライン上でのオープンデイに参加す
る。

Clearingについてのさらに詳しい情報は、
UCASのウェブサイト（英語）をご覧ください。
www.ucas.com/undergraduate/results-
confirmation-and-clearing/what-clearing

英国の大学学部課程への出願に関する情報
は、以下のウェブサイト（英語）をご覧くだ
さい。
study-uk.britishcouncil.org/options/
apply/undergraduate
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大学院への出願

英国の多くの大学院では、出願を各大学で受け付けていますので、各大学のウェブサイトから
直接出願することが可能です。

大学院については出願期限を定めていないところも多いのですが、入学許可を得るチャンスを
最大限にするためには早めに出願したほうがよいでしょう（コース開始の6カ月から1年前）。

大学院課程への出願については、以下のウェブサイト（英語）をご覧ください。
study-uk.britishcouncil.org/options/apply/postgraduate
www.prospects.ac.uk
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英国の大学あるいはカレッジに
出願する際の要件・必要書類
• 修了資格 • 志望動機書（Personal statement）

• その他追加書類や情報

修了資格
自分が持つ修了資格が英国のどの資格と同等かを比較したい場合、UK National Recognition 
Information Centre（英国資格審査センター）のウェブサイト（英語）で確認することができます。
www.ecctis.com

志望動機書（Personal statement）
英国の大学に出願する際は、志望動機書（Personal statement）の提出が必要です。志望動機
書（Personal statement）には、科目を選んだ理由、自分が対象分野にふさわしいと考える理
由（スキルや経験）を記載します。

次の情報を参考にしてください。
• 各大学のウェブサイトには、コースの説明として、どのような資質、スキル、経験が必要か記載さ
れています。自分がその分野にふさわしいことを、そうした要件に沿って説明する。

• 志望動機を記載します。どの点に最も関心があるのかを具体的に述べる。また、自分の将来の希
望を達成するにはそのコースがどのように役立つのかについても記載する。

• 自分がなぜそのコースにふさわしいのかについては、学歴に加えて、もしあれば職歴や、課外活
動も含めて記載する。

志望動機書（Personal statement）の記載についてさらに参考情報を得るには、以下のウェブ
サイト（英語）をご覧ください。
www.ucas.com/undergraduate/applying-to-university

Study UKのウェブサイト（英語）にも情報があります。
study-uk.britishcouncil.org/find/how-to-apply

追加書類・情報
UCASでは、国際バカロレアなど大半の海外の試験や資格の結果を送信することができますが、
その証明となる文書は自分で大学に送付することが必要な場合があります。

これについては出願先の大学の方針を各大学に確認してください。資格証明書や成績証明書の
提出が必要な場合もあります。
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学生ビザ
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学生ビザ

英国留学では、大半の学生は学生ビザが必
要です。各自ビザが必要なのかは、英国政
府のウェブサイト（英語）で調べることがで
きます。
www.gov.uk/check-uk-visa

学生ビザ（旧：Tier 4ビザ）
英国に留学する場合、通常は学生ビザの申
請が必要となりますが、詳しくは自国政府
機関の情報をご確認ください。

英国外から学生ビザを申請する場合の費用
は348ポンドです。

さらに詳しい情報やどのような選択肢があ
るのかを調べるには以下のウェブサイト（英
語）をご覧ください。
www.gov.uk/student-visa

申請に必要なステップ・書類
自国にある英国ビザ申請センターに予約を
とります。そこで指紋採取および写真撮影
が行われます。

student route visa（学生ルートビザ）申請
に通常必要となる書類は以下のとおりです
が、居住国により異なる場合があります。

• 留学先である英国の大学やカレッジが発
行するConfirmation of Acceptance for 
Studies （CAS：入学証明）のリファレンス
番号。

• 授業料や英国での生活費の支払能力を証
明する書類。

• 学歴・修了資格を証明する書類原本。

申請方法
• 以下のウェブサイト（英語）にて、オンライ
ンでstudent route visa（学生ルートビザ）
を申請します。

 www.gov.uk/student-visa/apply

• 生体認証情報を含む滞在許可証
• バイオメトリック・レジデンス・パーミット
（Biometric Residence Permit）発行の
ため、ビザ申請センターで指紋採取と写真
撮影を行います。これはビザ申請手続きの
一環となります。

• 英国到着日として申請した日から10日以内
にバイオメトリック・レジデンス・パーミッ
トを受け取る必要があります（実際の英国
到着日が遅れた場合でも当初申請した到
着日から10日以内）。

英国内からの申請の場合は現在の学生ビザ
の期間延長あるいは異なる種類のビザから
の切り替えについてご確認ください。

学生ビザ申請についての最新、また詳しい
情報は以下のウェブサイト（英語）をご覧く
ださい。
www.gov.uk/student-visa/apply
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卒業後の滞在延長資格
（Graduate Route)
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Graduate Route ビザ

大学学部や大学院（修士）を卒業・修了したのち、Graduate routeビザを利用して、その後2年
間は英国で就労経験を積むことができます。博士課程を修了した場合は3年間となります。

詳しくは以下の情報をご参照ください。

• Graduate Routeビザの適用対象者は、このビザに申請する時点で有効なstudent route visa
（旧：Tier 4ビザ）を持つ留学生で、法を遵守していることが実績として証明されているHigher 

Education Provider（高等教育機関）における学士号レベル以上の学位を取得した学生です。
• このビザを取得した場合、英国で最大2年間（学士号、修士号を取得した場合）の滞在と就労（あ
るいは求職）が、スキルレベルにかかわらず、可能となります。博士課程修了者の場合は3年間と
なります。適切な職をみつけられた場合には、スキルを要する職に移ることも可能です。

• このビザは2021年7月1日に新設されたもので、つまり、この日よりあとに卒業した学生が申請対
象になります。すでに留学中の学生も含まれます。

• Graduate Routeビザを取得するには、新たに申請を行うことが必要となります。この手続きは英
国内でのみ可能です。

• ビザの費用700ポンドと、1年あたり624ポンドのImmigration Health Surcharge（健康保険付
加料）が必要となります。

詳細は、以下のウェブサイト（英語）をご覧ください。
study-uk.britishcouncil.org/after-your-studies/post-study-work

卒業後の就労についてはUKCISA（英国留学生委員会）のウェブサイト（英語）でも情報を得るこ
とができます。
www.ukcisa.org.uk
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費用・予算・奨学金
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授業料

授業料は、どの課程に留学するか、また、英国内のどこに留学するかによって異なります（イ
ングランド、スコットランド、北アイルランド、ウェールズにより規則が異なるため）。

留学生の1年間の授業料は1万ポンドから2万6000ポンドが目安となり、大学学部への留学の場
合、一般的な期間は3年間です。医学部の場合はこれよりも高くなる場合があります。また、
英国の大学院修士課程には1年間のコースも多いため、生活費はその分抑えられ、早く就労で
きます。

授業料については、出願先の大学やカレッジに必ず確認してください。多くの場合、各校のウェ
ブサイトに情報が掲示されています。

生活費
留学を始める前に、必要となる費用にはどのようなものがあるかを事前に知っておくと資金計
画が立てやすくなります。

生活費は、英国のどこに留学するのかによって異なります。たとえば、ロンドン等の大都市で
はほかの地域より生活費が高くなります。留学する場所によりますが、住居賃借料、各種料金、
交際費、その他の生活費の1カ月分としては800～1,300ポンドを見積もる必要があります。留
学先の各教育機関から、その地域における生活費の詳細やどこで買い物をすればいいかなどに
ついてアドバイスを得ることができます。

NUS（全国学生組合）のカードや国際学生証があれば、多くのショップ、レストラン、サービ
ス等で学生割引が受けられます。カードについての詳しい情報は以下のウェブサイト（英語）
を参照してください。
www.totum.com
www.isic.org/get-your-card
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奨学金および資金援助

英国留学費用のサポートが必要な学生のために、数多くの奨学金や資金援助プログラム等があ
ります。また、独自の奨学金を提供している教育機関も多くあります。詳しくは各大学のウェ
ブサイトを確認してください。

GREAT Scholarships
英国の大学院の1年間コースへの留学を希望する学生のための奨学金です。授業料を対象とし
た各奨学金の額は1万ポンド以上です。

この奨学金は、ブリティッシュ・カウンシル、GREAT Britain Campaign、英国高等教育機関
の参加各校が資金を提供しているものです。

詳細は、以下のウェブサイト（英語）をご覧ください。
study-uk.britishcouncil.org/scholarships/great-scholarships

グローバルな奨学金制度
履修するコースに該当する場合は、以下の奨学金に申し込むことも可能です。

• チーヴニング奨学金：将来リーダーになる可能性のある学生を対象として、英国政府が提供する
大学院生向け奨学金  
www.chevening.org

• 英連邦奨学金・研究奨励金：英国政府が資金を提供する英連邦諸国の出身の大学院生に提供さ
れる奨学金で、英国で学んだ後に本国の発展に貢献できる人材を支援することを目的とする。
cscuk.dfid.gov.uk/apply

各国の奨学金や資金援助
さまざまな奨学金がありますが、なかには出身国が条件となっているものもあります。
詳細は、以下のウェブサイト（英語）をご覧ください。
study-uk.britishcouncil.org/scholarships
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英国での生活

27.



滞在施設
ほとんどの大学やカレッジにはアコモデー
ションオフィス（住居・滞在施設に関する
オフィス）がありますので、まずそちらに
問い合わせてください。通常、各機関では、
留学生向けとして、寮（食事つき、あるいは、
自炊）や、シェアハウス、シェアフラット（い
ずれも自炊）といった施設を持っています。
数が限られていることが多いので、入学許
可を受け取ったらできるだけ早く、締切日
までには確実に申し込みましょう。

民間の滞在施設・住まい
こちらについてもアコモデーションオフィ
スに相談してみてください。近隣地域の民
間施設・住居のリストを備えている場合も
ありますし、手配を手伝ってくれる場合も
あります。

民間の住まいで最も一般的なのは、家の1
室を借りてその家の各種設備を共有すると
いうタイプです。家具付きの家やフラット
を借りると、特に都心部においては高額に
なり、さらに、そうした家やフラットはみ
つけるのも困難です。コストを抑えるには
ほかの学生とシェアするという方法があり
ます。そうする場合は、費用分担について
事前に取り決めておくことをお勧めします。

食事
食料品にかかる平均的な費用は、1週間に1
人あたり約20～30ポンドです。ただ、予算
に応じてあらゆる価格帯のスーパーがあり
ますのでいろいろな選択が可能です。

輸入食材を扱う店も増えています。友人と
ともに好きなものを楽しく食べたり、料理
をしたりということもできるでしょう。

学生生活の中で食事や料理を積極的に学ぶ
ことも大切です。生い立ちや文化が違う人々
と一緒に暮らす中で彼らが作る料理を味わ
う機会もあるでしょう。

大学の食事付き学生寮では、通常月曜から
金曜まで朝食と夕食が提供されます。必要
な時に食事が用意されているので負担が減
ります。
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余暇の過ごし方
キャンパスでは、学生自治会が主催する交
流イベントや、クラブや団体の活動に参加
することもできます。
美術館・博物館、劇場、その他多くの文化
施設を訪れることもできます。

英国のレストランも人気が高まっており、
また、その種類もますます豊富になってい
ます。パブも、大学やカレッジの学生には、
社交の場として人気が高い場所です。パブ
ではアルコールを飲まなくてもかまいませ
ん。アルコール以外の飲み物もたくさんあ
りますし、食事を出すパブや、カラオケが
できたりサッカーの試合が上映されていた
り、パブ・クイズ（チーム対抗戦の週1回の
イベント）を行うところも数多くあります。

ロンドンのO2アリーナやグラストンベリー・
フェスティバルなど、世界最大規模のライ
ブ会場やイベントがありますが、大学やカ
レッジでも世界的に有名なアーティストや
バンドが公演を行います。小さなバーやカ
フェでもライブやダンスのイベントをよく
開催しています。

ほとんどの都市には映画館があり、世界中
の映画を観ることができます。ハリウッド
の新作はもちろんですが、主要都市には外
国映画や自主制作映画専門の映画館もあり
ます。また、大学キャンパス内で、学生向
け料金で映画を上映する催しもしばしば行
われます。

スポーツファンにとっては、英国には情熱
を注ぐことができるさまざまな機会があり
ます。英国では人々はあらゆる種類のスポー
ツに熱狂し、また、多くの世界トップクラ
スのアスリートやスポーツクラブを有して
います。サッカーなどのチーム競技でも、
陸上のような個人競技でも、勉強のかたわ
ら一番好きなスポーツを楽しみ、競技に参
加する方法を見つけられるでしょう。
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英国の天候と服装
英国の天候は予想が難しいのですが、極端
な天候になることはあまりありません。重
ね着をして、天候の変化に応じて服を調整
できるようにし、また、必ず傘を持ち歩き
ましょう。

夏の平均気温は9～18℃（48～64℉）ですが、
熱波襲来時には30℃（86℉）になることも
あります。

冬の平均気温は2～7℃（36～45℉）ですが、
0℃（36℉）を下回ることもあります。住宅、
ビル、電車、バスの大半には十分な暖房設
備があります。概して、英国内の地域によ
る天候の違いはほとんどありませんが、北
部や山の多い地域では、雪、雨、風の日が
より多くなります。

ほとんどの町や都市には、あらゆるスタイ
ルや予算に応じた衣類を販売する店舗が各
種あります。英国の学校、カレッジ、大学
では、ありとあらゆるファッションをみ
かけることでしょう。通常、学生の日中の
ファッションはカジュアルです。ジーンズ
とTシャツでよいでしょう。夜に出かける
ときにはもう少しおしゃれをします。学生
向けのバーやパブでドレスコードがあると
ころはほとんどありません。

履修するコースによっては健康や安全のた
めに特別な服装をしなければならないこと
もあります。たとえば、科学実験では防護
眼鏡や白衣が必要な場合があります。大学
によって、こうしたものが支給されるとこ
ろもあれば、自費で購入する必要があると
ころもあります。

英国は多文化の国で、それぞれが自分の文
化や宗教に関連した衣類、たとえば、ヘッ
ドスカーフ、キッパー、ターバン、サリー、
ロングスカートなどを身につけている姿を
よくみかけます。主要な町や都市には、世
界各地の衣類、特にアジアや中東の衣類の
専門店があります。
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英国の魅力を探る
にぎやかな都市から、雪を頂く山々、なだ
らかに続く緑豊かな丘、高原や島々まで、
英国はとても美しい景観に恵まれた国で、
探求すべき魅力にあふれています。比較的
小さな国で交通網が発達していますので、
留学中に国内各地を訪れることができるで
しょう。たとえば、ロンドンには魅惑あふ
れる歴史や、象徴的な建築物、最先端の
ファッション、劇場があり、食事も楽しむ
ことができます。マンチェスターやリバプー
ルといった北部の都市には、有名サッカー
チームがあり、ナイトライフも充実してい
ます。スコットランドには、美しい自然と
活気あふれる都市が混在するという素晴ら
しい魅力があります。ウェールズの国立公
園のみごとな景観、北アイルランドの目を
みはるような海岸線も見逃せません。

英国の魅力を探るための情報については以
下のウェブサイト（英語）もご覧ください。
www.visitbritain.com

健康と安全
英国のNHS（National Health Service：国
民保健サービス）は世界でもトップクラス
の保健医療制度のひとつであり、安全かつ
最新の治療が受けられます。

NHS（National Health Service：国民保健
サービス）を利用するには、ビザ申請時の
費用の一部として、Immigration health 
surcharge（健康保険付加料）を支払う必要
があります。

英国は、警察により治安が保たれ、犯罪率
が低いことでも世界で高く評価されていま
す。さらに、多くの教育機関では警備スタッ
フを配置し学内のパトロールも行われてい
ます。一般的に、留学先の機関では、キャ
ンパスで安全に過ごすための情報も提供し
ています。

英国における宗教
英国ではオープンでインクルーシブな社会
として、あらゆる宗教の学生が歓迎されて
いると感じることができるでしょう。また、
宗教における祈りや食事制限などの信仰を
実践する場も数多くあります。多文化主義
の歴史が数百年にもわたるこの国では、主
な宗教についてはしっかりとした基盤を持
つコミュニティがありますし、また、教育
機関でも学生の宗教面のニーズに対応する
ことに真剣に取り組んでいます。

英国の人々は英国がインクルーシブな社会
を目指していることに誇りを持っています。
また、人種、国籍、宗教による差別は法律
で禁止されています。
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その他の情報
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役に立つリンク

日本語
ブリティッシュ・カウンシル　英国留学： 
www.britishcouncil.jp/studyuk

ブリティッシュ・カウンシル　英国留学ニュースレターへの登録：
www.britishcouncil.jp/studyuk/updates/newsletter

英語
英国への渡航
留学を目的とした英国への渡航に関する最
新情報：
study-uk.britishcouncil.org/moving-uk

学生ビザ
情報やガイダンス：
www.gov.uk/browse/visas-immigration

ビザ申請センター（VAC）の情報：
www.vfsglobal.co.uk/en

Study UKウェブサイト：
study-uk.britishcouncil.org/moving-uk/
student-visas

一般情報
Study UKウェブサイト：
study-uk.britishcouncil.org

大学をみつける：
study-uk.britishcouncil.org/find/
university

どの科目が履修できるか調べる：
study-uk.britishcouncil.org/find/ 
subject-areas

Study UKニュースレター購読登録：
study-uk.britishcouncil.org/newsletter

奨学金について調べる：
study-uk.britishcouncil.org/scholarships

ソーシャルメディア
Facebook
facebook.com/StudyUK.BritishCouncil

Instagram
instagram.com/StudyUK_BritishCouncil/

Twitter
twitter.com/StudyUKBritish

LinkedIn
www.linkedin.com/showcase/ 
study-uk-british-council/

YouTube
www.youtube.com/user/StudyInTheUK
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大学およびカレッジ
UCAS（大学・カレッジ入学サービス）：
www.ucas.com

DiscoverUni（英国の高等教育コース情報を
集約し、比較も可能なオフィシャルウェブサ
イト）：
www.discoveruni.gov.uk

Association of Colleges （英国全土のカレッ
ジ所在地）：
www.aoc.co.uk

Prospects（大学院課程を検索できるウェブ
サイト）：
www.prospects.ac.uk/postgraduate-study

新型コロナウイルス関連情報
NHS（National Health Service：国民保健
サービス）の情報とアドバイス：
www.nhs.uk/conditions/coronavirus-
covid-19

Study UKウェブサイト：
study-uk.britishcouncil.org/moving-uk/
coronavirus

各地域の概況とアドバイス：
• イングランド  

www.gov.uk/coronavirus

• 北アイルランド  
www.nidirect.gov.uk/campaigns/
coronavirus-covid-19

• スコットランド  
www.gov.scot/coronavirus-covid-19

• ウェールズ  
www.gov.wales/coronavirus
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英国大学、関連情報

35.





37.





39.







42.



43.



44.



45.




